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は
じ
め
に

　

半
導
体
の
定
義
は
明
確
で
は
な
く
、
絶
縁
体
・
導
体
の
概
念
と
と

も
に
半
導
体
概
念
も
確
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
日
本
で
も
半
導
体

と
い
う
用
語
は
、
す
で
に
大
正
期
に
見
ら
れ
る
。
一
方
半
導
体
デ
バ

イ
ス
を
意
味
す
る
半
導
体
の
用
語
か
ら
す
れ
ば
、
半
導
体
の
起
源
は

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
発
明
に
求
め
ら
れ
る

A
C
B

。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
四
七
年

に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
は
半
導

体
開
発
六
〇
周
年
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

産
業
史
と
し
て
は
き
わ
め
て
短
い
と
い
っ
て
よ
い
こ
の
六
十
年
の

間
に
、
世
界
半
導
体
産
業
が
成
立
し
、
現
在
で
は
そ
の
規
模
は
二
千

億
ド
ル
を
越
え
た
。
そ
の
中
で
日
本
の
半
導
体
産
業
は
劇
的
な
成
長

と
後
退
を
示
し
た
。

　

こ
の
日
本
半
導
体
産
業
の
盛
衰
を
産
業
史
と
し
て
整
理
す
る
の
が

本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
際
の
基
本
的
な
視
点
の
一
つ
は
、
米
国

半
導
体
産
業
と
の
提
携
・
依
存
と
摩
擦
と
い
う
日
米
関
係
の
視
点
で

あ
る
。
半
導
体
の
技
術
開
発
は
米
国
ベ
ル
研
究
所
に
始
ま
る
米
国
企

業
の
貢
献
が
あ
っ
た
。
日
本
の
貢
献
と
し
て
は
、
ソ
ニ
ー
の
ト
ン
ネ

ル
・
ダ
イ
オ
ー
ド
（
江
崎
玲
於
奈
）、
東
芝
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
メ
モ
リ

ー
（
桝
岡
富
士
雄
）、
日
亜
化
学
の
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
中
村
修

二
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
件
の
研
究
は
い
ず
れ
も

企
業
の
技
術
開
発
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
組
織
的
研
究
と
は
言
え
ず
、

特
に
後
の
二
件
で
は
開
発
者
と
企
業
が
対
立
し
、
訴
訟
に
ま
で
発
展

し
た
（
後
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
）
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

半
導
体
六
〇
年
と
日
本
の
半
導
体
産
業

吉　

田　

秀　

明
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生
産
技
術
で
の
競
争
力
は
別
と
し
て
、
基
本
的
技
術
で
の
遅
れ
を
ハ

ン
デ
ィ
と
し
な
が
ら
、「
半
導
体
王
国
」
と
い
わ
れ
た
急
成
長
を
と

げ
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
歴
史
的
後
退
を
示
し
た
こ
の
産
業
の
歴
史

に
は
、
日
本
の
戦
後
政
治
史
同
様
、
米
国
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。

　

い
ま
一
つ
の
視
点
は
、
半
導
体
産
業
と
半
導
体
市
場
と
の
構
造
的

な
変
化
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
章
で
、
市
場
の
変

化
、
競
争
条
件
の
変
化
、
企
業
に
よ
る
分
業
、
半
導
体
製
造
装
置
産

業
の
独
立
、
工
場
の
情
報
化
の
六
点
を
指
摘
す
る
。

一　

半
導
体
産
業
前
史
と
し
て
の
真
空
管

（
１
）　

外
資
と
の
提
携
で
始
ま
っ
た
真
空
管
生
産

　

真
空
管
は
、
素
材
か
ら
見
て
半
導
体
で
は
な
い
。
し
か
し
、
半
導

体
の
起
源
で
あ
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
ほ
ぼ
同
様
の
機
能
を
果
た
す
。

元
来
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
目
標
自
体
が
、
真
空
管
を
使
わ
な
い

増
幅
装
置
の
開
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
半
導
体
産
業
の

前
史
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
真
空
管
生
産
を
最
初
に
見
て
お
こ
う
。

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
米
国
で
は
急
速
に
通

信
産
業
が
発
展
し
、
無
線
通
信
市
場
も
拡
大
し
て
真
空
管
の
工
業
的

生
産
が
活
発
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
こ
の
市
場
に
は

三
社
の
カ
ル
テ
ル
が
成
立
し
た
。
そ
の
三
社
と
は
、
真
空
管
製
造
、

と
く
に
ラ
ジ
オ
用
受
信
管
で
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
Ｇ
Ｅ
社
と
そ

の
子
会
社
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
、
米
国
電
話
事
業
の
覇
者
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｔ
社
と

そ
の
子
会
社
Ｗ
Ｅ
社
、
そ
し
て
Ｗ
Ｈ
社
で
あ
っ
た
。
日
本
の
真
空
管

生
産
は
、
こ
れ
ら
の
米
国
企
業
を
中
心
と
し
た
外
国
資
本
と
技
術
・

資
本
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
発
し
た
。

　

日
本
で
の
真
空
管
の
工
業
的
生
産
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
、
白
熱

電
球
製
造
の
草
分
け
で
あ
る
藤
岡
市
助
の
白
熱
舎
を
前
身
と
す
る
東

芝
（
当
時
東
京
電
気
）
で
あ
っ
た
。
同
社
は
一
九
〇
五
年
に
Ｇ
Ｅ
社

と
資
本
・
技
術
提
携
し
、
そ
の
子
会
社
と
し
て
電
球
そ
し
て
受
信
用

真
空
管
の
生
産
で
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。

　

一
方
、
一
八
九
九
年
に
Ｗ
Ｅ
社
の
半
額
出
資
を
得
て
成
立
し
た
日

本
電
気
は
、
逓
信
省
の
庇
護
を
受
け
た
有
線
機
器
市
場
で
圧
倒
的
な

地
位
を
築
き
、
送
信
管
生
産
な
ど
で
も
優
位
な
地
位
を
築
い
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
不
況
と
国
産
品
愛
用
運
動
の
中
で
、
逓

信
省
の
発
注
は
外
資
系
の
日
本
電
気
集
中
を
避
け
、
他
社
に
分
散
し

始
め
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
日
本
電
気
は
、
外
資
と
の
資
本
関
係
を

希
薄
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
無
線
機
市
場
へ
の
進
出
を
選
択
し
た
。

し
か
し
、
無
線
、
特
に
受
信
用
真
空
管
部
門
で
は
Ｇ
Ｅ
と
提
携
し
た

東
芝
の
特
許
の
壁
が
あ
っ
た
。
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だ
が
戦
争
は
こ
の
壁
に
風
穴
を
あ
け
る
。
無
線
兵
器
・
真
空
管
の

大
量
生
産
を
重
視
し
た
政
府
・
軍
部
は
、
こ
の
壁
を
取
り
払
っ
て
東

芝
の
技
術
を
日
本
電
気
等
の
他
企
業
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注

い
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
真
空
管
生
産
の
技
術
的
基
礎
が
拡

散
し
た
こ
と
は
、
戦
後
の
真
空
管
生
産
で
の
企
業
間
競
争
の
土
台
を

作
る
と
と
も
に
、
米
国
の
特
許
技
術
を
事
実
上
無
償
で
広
め
る
結
果

に
も
な
っ
た
の
で
あ
る

A
D
B

。

（
２
）　

戦
後
の
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
に
よ
る
真
空
管
生
産
の
隆
盛

　

敗
戦
直
後
の
経
済
の
混
乱
の
中
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
政
府
の
優
遇
政
策

も
後
押
し
し
て
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
ラ
ジ
オ
生
産
が
急
増
す

る
。
一
九
四
六
年
に
六
六
万
台
を
生
産
し
、
い
ち
早
く
立
ち
直
っ
た

ラ
ジ
オ
生
産
は
、
四
九
年
に
ド
ッ
ジ
不
況
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ
ジ
オ
の

横
行
で
激
減
す
る
と
と
も
に
、
群
小
ラ
ジ
オ
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
淘

汰
さ
れ
る
。
し
か
し
一
九
五
〇
年
に
電
波
法
・
放
送
法
が
制
定
・
施

行
さ
れ
て
、
翌
年
に
は
民
放
が
放
送
を
開
始
し
、
ま
た
当
初
三
〇
％

で
あ
っ
た
物
品
税
率
が
一
〇
％
に
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
ラ
ジ
オ
市
場

は
急
成
長
す
る
。
五
三
年
に
は
松
下
電
器
、
三
洋
電
機
な
ど
の
大
手

表１　ラジオ生産の推移(1935～1960年)
生産数 生産額 普及率 輸出数
（千台）（百万円） （％） （千台）

1935 152 17.9
1936 424 21.4
1937 413 26.4
1938 593 29.4
1939 704 34.4
1940 828 39.2
1941 876 45.8
1942 809 48.7
1943 707 49.5
1944 240 50.4
1945 69 39.2
1946 665 38.6 0
1947 733 40.6 25
1948 808 47.2 1
1949 609 53.8 4
1950 289 55.4 6
1951 496 58.6 2
1952 1,087 7,923 63.6 5
1953 1,407 12,288 70.4 5
1954 1,395 11,481 75.2 7
1955 1,789 12,296 73.8 92
1956 2,981 18,586 77.8 578
1957 3,577 24,115 81.2 1,136
1958 4,897 31,351 81.3 3,797
1959 10,025 56,387 74.7 9,247
1960 12,851 69,945 57.2 13,185
出所：生産動態統計、三洋社史、『電子工業30年

史』、日本放送協会『放送五十年史資料編』
日本放送出版協会 ､1977年３月、総務庁統計
局『日本長期統計総覧３』。
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中
心
に
ラ
ジ
オ
生
産
は
一
四
〇
万

台
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ

ジ
オ
ブ
ー
ム
は
、
後
の
白
黒
テ
レ

ビ
ブ
ー
ム
・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ブ
ー

ム
の
先
駆
け
に
な
り
、
日
本
の
家

電
産
業
・
電
機
企
業
の
寡
占
体
制

の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
を
支
え
た
の
が

真
空
管
、
と
く
に
Ｍ
Ｔ
管
の
生
産

で
あ
っ
た

A
E
B

。
戦
後
の
真
空
管
生
産

の
主
力
は
日
本
電
気
で
あ
っ
た
。

戦
前
に
Ｇ
Ｅ
と
の
提
携
に
よ
っ
て
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
た
東
芝

は
、
Ｇ
Ｅ
と
の
提
携
関
係
が
一
九
五
一
年
ま
で
中
断
状
態
で
あ
り
、

し
か
も
労
資
紛
争
が
激
化
し
て
経
営
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に

あ
り
、
巨
額
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
電
気

は
戦
時
期
に
東
芝
か
ら
技
術
を
獲
得
し
、
や
は
り
戦
時
期
に
増
強
し

た
玉
川
工
場
を
主
力
工
場
と
し
た
う
え
で
、
シ
ス
テ
ム
製
造
器
、
封

入
機
、
自
動
排
気
装
置
な
ど
の
量
産
設
備
を
装
備
し
、
市
場
を
支
配

し
た
の
で
あ
る

A
F
B

。

二　

真
空
管
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
へ

（
１
）　

ソ
ニ
ー
が
火
を
付
け
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム

　

日
本
で
ラ
ジ
オ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
真
空
管
生
産
が
立
ち
上
が
っ
た

頃
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
め
ぐ
る
重
要
な
発
見
・
発
明
が
相

次
い
で
い
た
。
一
九
四
七
年
に
米
国
の
ベ
ル
研
究
所
（
Ａ
Ｔ
Ｔ
社
お

よ
び
子
会
社
の
Ｗ
Ｅ
の
研
究
所
を
統
合
し
て
一
九
二
三
年
に
設
立
）
の
シ

ョ
ッ
ク
レ
ー
、
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
、
ブ
ラ
ッ
テ
ン
の
三
人
が
点
接
触
型

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
発
明
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
〇
年

に
は
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー
が
接
合
型
と
よ
ば
れ
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
完
成

し
た
。

　

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
当
初
は
真
空
管
の
代
用
品
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

米
国
で
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
独
自
の
用
途
は
軍
需
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど

開
拓
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
真
空
管
に
対
す
る
優

位
性
は
、
①
極
小
化
、
②
消
費
電
力
が
少
な
い
、
③
立
ち
上
が
り
が

早
い
、
④
寿
命
が
半
永
久
的
、
⑤
集
積
化
が
可
能
な
ど
の
点
に
あ
っ

た
A
G
B

。

　

米
国
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
情
報
は
、
一
九
四
八
年
に
は
Ｇ

Ｈ
Ｑ
か
ら
逓
信
省
電
気
試
験
所
を
通
じ
て
関
係
者
に
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
情
報
を
得
た
日
本
の
電
機
企
業
の
追
随
は
す
ば
や
く
、
一
九
五

表２　受信用真空管の生産量（1951～1956）
（単位千個）

ＳＴ管 ＧＴ管 ＭＴ管 その他
1951 12262 1005   456   63
1952 18577 1472   804  166
1953 21720 3134  3023  955
1954 14265 2525  7418 1506
1955  9265 3793 15881 1541
1956  8200 5409 29656 1886

出所：生産動態統計
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二
年
に
は
日
立
と
東
芝
が
、
米
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
技
術

契
約
を
結
ん
だ
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
ソ
ニ
ー
の
前
身
で
あ
る
東
京
通

信
工
業
が
Ｗ
Ｅ
社
と
仮
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
契

約
は
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
米
国
で
の
講
演
と

工
場
見
学
、「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
お
よ
び
サ
ン
プ
ル
の
持
ち
帰
り
が
認
め
ら
れ
た
程
度
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
京
通
信
工
業
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
用
途
と
し
て
ラ
ジ

オ
を
想
定
し
、
一
九
五
五
年
に
は
携
帯
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
Ｔ

Ｒ
│

五
五
を
発
売
し
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
ラ
ジ
オ
の
量
産
を
開
始
し

た

A
H
B

。
ソ
ニ
ー
が
開
拓
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
は
一
九
五
八
年
に

は
生
産
台
数
で
真
空
管
ラ
ジ
オ
を
上
回
り
、
五
九
年
に
は
八
〇
％
を

越
え
た

A
I
B

。

　

ラ
ジ
オ
と
い
う
用
途
を
開
発
し
た
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
業
界
は
、

米
国
企
業
と
特
許
契
約
を
結
び
、
米
国
に
市
場
を
広
げ
て
飛
躍
を
遂

げ
る
。
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
一
九
五
四
年
に
六
五
〇
〇
個
が
初

め
て
生
産
さ
れ
た
が
、
翌
年
に
は
年
産
八
万
五
〇
〇
〇
個
、
一
九
五

六
年
に
は
五
六
万
個
、
五
七
年
に
は
五
七
〇
万
個
が
生
産
さ
れ
た
。

さ
ら
に
日
立
・
東
芝
・
日
本
電
気
の
大
手
電
機
会
社
の
専
用
工
場
が

稼
働
し
た
一
九
五
八
年
に
は
年
産
二
六
〇
〇
万
個
、
三
菱
電
機
、
沖
、

三
洋
が
参
入
し
た
五
九
年
に
は
八
六
五
〇
万
個
、
金
額
に
し
て
一
六

〇
億
円
に
達
し
、
一
九
五
九
年
お
よ
び
一
九
六
〇
年
に
日
本
は
世
界

最
大
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
生
産
国
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）　

シ
リ
コ
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
登
場

　

日
本
で
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
生
産
が
軌
道
に

乗
り
始
め
た
時
期
に
、
米
国
で
は
そ
の
先
を
行
く
先
端
技
術

で
あ
る
半
導
体
に
関
す
る
技
術
革
新
が
集
中
し
、
シ
リ
コ

ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ

ハ
の
開
発
製
造
、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ
（
集
積
回
路
）
が
開
発
さ
れ

る
に
い
た
る
。

　

ま
ず
、
シ
リ
コ
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

表３　日米のトランジスタ生産
　（1957～1971年、単位百万個）

日本 米国
1957 5.7 27.8
1958 26.7 46.1
1959 86.5 83.5
1960 139.8 131.8
1961 180.1 193.0
1962 231.7 258.2
1963 267.5 302.9
1964 415.9 398.0
1965 454.0 631.7
1966 617.1 877.3
1967 766.1 792.1
1968 938.6 951.7
1969 1382.2 1249.1
1970 1813.3 976.9
1971 1637.9 880.7

出所：日本は生産動態統計
米国はErnest Braun and Stuart 
Macdonald ; Revolution Miniature 
; The history and impact of semi-
conductor electronics Cambridge 
University Press, 1978
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点接触型トランジスタ
1951　ウエスタン・エレクトリック（米）
1952　（仏）
1953　ソニー、（英）、（独）

接合型トランジスタ
1951　ウエスタン・エレクトリック（米）
1953　（仏）、（独）
1955　日本電気・ソニー

合金接合型トランジスタ
1952　GE・RCA（米）
1953　（英）
1954　富士通・ソニー、（仏）、（独）

表面バリヤ・トランジスタ
1954　フィルコ（米）
1958　（英）
1962　富士通・ソニー

シリコン・トランジスタ
1954　TI（米）
1955　（独）
1958　（英）
1959　日本電気
1960　（仏）

拡散法によるトランジスタ
1956　ウエスタン・エレクトリック・TI（米）
1958　日本電気
1959　（英）、（仏）、（独）

シリコン整流器
1956　GE（米）
1957　（英）
1960　東芝、（仏）、（独）

トンネル・ダイオード
1957　ソニー
1958　RCA（米）
1960　（英）、（仏）、（独）

プレーナー・トランジスタ
1960　フェアチャイルド（米）
1961　日本電気・富士通、（英）
1962　（独）、（仏）

エピタキシャル・トランジスタ
1960　ウエスタン・エレクトリック（米）
1961　東芝・ソニー
1962　（英）、（独）
1963　（仏）

IC
1961　TI・フェアチャイルド（米）
1962　日本電気、（英）
1964　（仏）
1965　（独）

MOSトランジスタ
1962　フェアチャイルド（米）
1963　日本電気
1964　（英）、（仏）
1965　（独）

発光ダイオード
1963　IBM（米）
1965　日本電気、（英）、（仏）
1967　（独）

表４　企業・国籍別主要半導体の量産開始年（1951-67）

出所：John E Tilton;International Diffusion of Technology,the Brooking Institution,1971,pp.25-27.
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一
九
五
四
年
に
米
国
Ｔ
Ｉ
社
で
開
発
さ
れ
た
。
続
い
て
一
九
五
六
年

に
は
ベ
ル
研
究
所
が
合
金
拡
散
法
に
よ
る
シ
リ
コ
ン
・
メ
サ
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
を
発
表
、
翌
年
に
は
選
択
拡
散
法
に
よ
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の

製
造
方
法
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
九
年
に
は
米
国
フ
ェ
ア
チ

ャ
イ
ル
ド
社
の
Ｊ
・
ハ
ー
ニ
が
プ
レ
ー
ナ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
構

造
特
許
を
出
願
し
、
Ｒ
・
ノ
イ
ス
が
電
極
特
許
を
出
願
し
た
。
こ
れ

ら
の
特
許
は
い
ず
れ
も
Ｉ
Ｃ
の
基
本
特
許
と
さ
れ
る
画
期
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
同
社
は
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
を
そ
の
ま
ま
残
す

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
発
表
、
ベ
ル
研
究
所
は
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
型
プ
レ

ー
ナ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
開
発
し
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
型
プ
レ
ー
ナ
ー
・
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
は
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
比
べ
、
シ
リ
コ
ン
を

使
っ
て
い
る
た
め
動
作
温
度
範
囲
が
広
く
、
高
周
波
特
性
に
優
れ
て

い
た
。
製
造
工
程
に
お
い
て
も
、
ウ
ェ
ハ
プ
ロ
セ
ス
が
す
べ
て
基
盤

の
一
括
処
理
で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
生
産
性
が
上
が
り
、

精
度
が
向
上
し
て
ば
ら
つ
き
が
減
少
し
た
と
さ
れ
て
い
る

A
J
B

。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
そ
れ
に
続
く
Ｉ
Ｃ
に
関
す
る
技
術
開

発
で
は
、
ほ
ぼ
米
国
の
独
擅
場
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
第
４
表
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
米
国
企
業
の
開
発

し
た
新
方
式
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
商
業
生
産
で
、
日
本
の
企
業
は
欧

州
企
業
に
先
ん
じ
て
ほ
ぼ
一
年
で
米
国
に
追
随
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

日
本
で
初
め
て
シ
リ
コ
ン
・
メ
サ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
開
発
し
た
の

は
日
本
電
気
で
一
九
六
〇
年
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
電
気
は

続
い
て
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
型
プ
レ
ー
ナ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
開
発
方

針
を
策
定
す
る
な
ど
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
で
出
遅
れ

た
失
敗
の
経
験
を
生
か
し
、
シ
リ
コ
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
さ
ら
に

Ｉ
Ｃ
開
発
で
日
本
の
電
機
企
業
の
先
陣
を
き
る
こ
と
に
な
る
。
一
九

六
〇
年
代
を
通
じ
て
日
本
で
も
シ
リ
コ
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
生
産
は

急
速
に
増
大
し
、
一
九
六
九
年
に
は
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
型
を
抜
い
て
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

三　

集
積
回
路
の
登
場

（
１
）　

米
国
で
開
発
さ
れ
た
集
積
回
路

　

一
九
五
九
年
に
米
国
で
、
Ｔ
Ｉ
社
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ル
ビ
ー
が
、

Ｉ
Ｃ
の
基
本
特
許
で
あ
る
固
体
回
路

A
K
B

の
特
許
を
提
出
し
た
。
ま
た
前

述
の
よ
う
に
、
同
年
、
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
社
の
ノ
イ
ス
が
プ
レ
ー

ナ
ー
特
許
を
提
出
す
る
。
さ
ら
に
一
九
六
三
年
に
は
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
、

六
六
年
に
は
素
子
分
離
法
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
六
〇
年
代
半

ば
に
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
基
本
技
術
が
出
揃
う
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
を
量
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産
す
る
条
件
も
整
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
の
登
場
は
、
シ
リ
コ
ン
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
の
製
造
技
術
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
真
空
管
・
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
の
発
明
が
比
較
的
小
数
の
基
本
的
特
許
に
依
存
す
る
の

に
対
し
、
生
産
技
術
に
直
結
し
た
多
数
の
応
用
技
術
の
積
み
重
ね
か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
同
時
に
そ
の
生
産
方
法
に
関
し
て
は
、
真
空

管
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
生
産
が
熟
練
を
要
す
る
手
作
業
的
組
み
立
て

産
業
と
し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
集
積
回
路
の
生
産

は
シ
リ
コ
ン
を
使
っ
た
大
量
生
産
型
装
置
産
業
と
し
て
産
業
的
に
確

立
し
た
こ
と
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

A
L
B

。

　

米
国
で
の
Ｉ
Ｃ
市
場
形
成
期
に
、
そ
の
開
発
を
促
進
し
た
の
は
、

冷
戦
に
対
応
す
る
軍
需
市
場
と
、
や
は
り
ソ
連
と
競
っ
た
宇
宙
開
発

の
市
場
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
生
産
の
立
ち
上
が
り
の
時
期
で
あ
る
一
九

六
〇
年
代
に
は
、
軍
需
比
率
が
大
半
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
の
軍

需
の
う
ち
、
宇
宙
部
門
が
二
八
％
、
航
空
部
門
が
一
九
％
、
ミ
サ
イ

ル
部
門
が
一
七
％
な
ど
と
さ
れ
て
い
る

A
M
B

。

　

こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
軍
需
・
官
需
の
比
率
は
低
く
、

日
本
で
は
こ
の
比
率
は
ゼ
ロ
に
近
か
っ
た
。
た
だ
し
米
国
で
も
一
九

七
〇
年
代
以
降
に
は
民
需
の
比
率
が
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
く
。
し
た

が
っ
て
、
軍
需
・
官
需
が
Ｉ
Ｃ
の
市
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
米
国
の
例
外
的
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
期
の
軍
需
依
存
と
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
規
制
は
、

Ｇ
Ｅ
、
Ｗ
Ｈ
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
の
半
導
体
市
場
へ
の
参
入
を

防
ぐ
結
果
に
な
っ
た
。
逆
に
一
九
六
〇
年
代
に
は
そ
の
後
の
米
国
の

半
導
体
生
産
を
担
う
イ
ン
テ
ル
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
な
ど
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
続
々
と
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
の
半
導
体

生
産
で
は
、
米
国
の
半
導
体
専
業
・
新
興
半
導
体
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
日

本
の
総
合
電
機
企
業
と
が
覇
を
競
う
構
図
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
九
六
四
年
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
第
三
世
代
と
呼
ば
れ
る
電
子

計
算
機
三
六
〇
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
た
。
こ
の
電
子
計
算
機
自
体
は

米
国
の
軍
事
・
航
空
宇
宙
研
究
の
産
物
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
発
表
以

降
、
集
積
回
路
が
民
生
用
の
電
子
機
器
に
波
及
し
、
Ｉ
Ｃ
産
業
が
確

立
す
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
一
九
五
九
年
頃
か
ら
日
本
電
気
や
三
菱
電
機
で
研
究
が

は
じ
ま
り
、
一
九
六
〇
年
に
は
電
気
試
験
所
の
垂
井
グ
ル
ー
プ
が
Ｉ

Ｃ
の
試
作
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
Ｉ
Ｃ
が
認
知
さ
れ
て
需

要
が
拡
大
し
、
工
業
化
が
始
ま
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

七
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。

（
２
）　

電
卓
ブ
ー
ム
と
日
本
の
Ｉ
Ｃ
産
業
の
確
立

　

米
国
で
ソ
連
と
の
冷
戦
・
宇
宙
開
発
競
争
が
Ｉ
Ｃ
産
業
の
離
陸
を
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も
た
ら
し
た
と
す
れ
ば
、
日
本
の
Ｉ
Ｃ
産
業
は
電
卓
ブ
ー
ム
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

一
九
六
四
年
に
シ
ャ
ー
プ
が
い
ち
早
く
世
界
初
の
オ
ー
ル
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
電
卓
（
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
用
）
を
発
売
し
た
。

さ
ら
に
、
同
社
は
一
九
六
六
年
に
は
Ｉ
Ｃ
電
卓
（
バ
イ
ポ
ー
ラ
Ｉ
Ｃ

使
用
）
も
完
成
さ
せ
、
翌
年
に
は
日
立
製
Ｍ
Ｏ
Ｓ
型
Ｉ
Ｃ
五
六
個
を

使
っ
た
電
卓
を
発
売
し
た
。
一
九
六
九
年
に
は
、
米
国
ア
ポ
ロ
計
画

の
推
進
役
で
あ
っ
た
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
社
と
技

術
提
携
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
（
大
規
模
集
積
回
路
）
の
量
産
工
場
建
設
計
画

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
同
社
製
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
使
っ
た
世
界
初
の
Ｌ
Ｓ

Ｉ
電
卓
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ペ
ッ
ト
を
開
発
し
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
以
外
の
電
卓
メ
ー
カ
ー
も
キ
ャ
ノ
ン
は
Ｔ
Ｉ
社
、
リ
コ

ー
は
Ａ
Ｍ
Ｉ
社
と
い
う
よ
う
に
、
半
導
体
供
給
を
米
国
に
依
存
し
た

A
N
B

。

し
か
し
、
一
九
七
二
年
発
売
の
カ
シ
オ
製
電
卓
「
カ
シ
オ
ミ
ニ
」
は
、

電
卓
の
普
及
機
種
と
な
り
、
使
用
す
る
半
導
体
も
Ｌ
Ｓ
Ｉ
一
個
だ
け

で
、
日
立
、
日
本
電
気
の
国
産
品
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
、
Ｉ
Ｃ
需
要
の
五
割
か
ら
三
割
を
電
卓

が
占
め
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
米
国
産
の
Ｉ
Ｃ
に
対
抗
し
て
、
国
産

化
を
進
め
る
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
通
信
機
等
を

生
産
す
る
日
本
の
電
機
企
業
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
前
後
の
こ
れ

ら
企
業
の
Ｉ
Ｃ
生
産
の
う
ち
、
四
割
な
い
し
六
割
を
自
社
需
要
が
占

め
た
と
さ
れ
て
い
る

A
O
B

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
電
機
企
業
は
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
生
産

に
お
い
て
米
国
企
業
を
圧
迫
し
、
世
界
市
場
で
シ
ェ
ア
を
の
ば
し
、

表５　日本の集積回路輸出入比
　率（1965～2003　単位％）

輸出率 輸入率
1965 100.0
1966 74.7
1967 42.1
1968 29.6
1969 25.3
1970 30.2
1971 35.9
1972 21.8
1973 2.3 26.0
1974 5.3 31.7
1975 11.4 27.7
1976 11.5 27.1
1977 15.2 24.4
1978 18.6 20.6
1979 28.3 25.8
1980 32.2 22.0
1981 29.0 18.4
1982 34.1 18.8
1983 37.2 17.6
1984 39.3 15.7
1985 31.6 11.6
1986 29.4 10.4
1987 30.7 10.9
1988 34.0 10.3
1989 39.0 10.5
1990 44.8 14.5
1991 35.4 16.1
1992 44.7 19.2
1993 49.3 22.7
1994 55.2 27.6
1995 63.1 37.0
1996 61.0 43.2
1997 63.5 46.6
1998 64.1 46.9
1999 61.1 48.9
2000 62.3 49.3
2001 68.6 58.6
2002 78.6 71.7
2003 79.7 69.4

出所：『電子工業年鑑』
備考：輸出率＝輸出額÷生産額×
　　　100
　　　輸入率＝輸入額÷（生産額

－輸出額＋輸入額）×100
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急
速
な
資
本
蓄
積
を
進
め
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
生
産
に
お
い
て
も
国
内
市

場
の
輸
入
比
率
は
七
〇
年
代
に
三
割
か
ら
二
割
に
低
下
し
た
。
逆
に

輸
出
比
率
は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
三
割
に
拡
大
し
た
。
こ
う
し
て
、

ラ
ジ
オ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
卓
、
オ
ー
デ
ィ
オ

な
ど
の
製
品
で
真
空
管
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
な
ど
の
個
別
半
導
体
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
へ
の
転
換
が
進
み
、
一
九
七
八
年
に
は
、
Ｉ
Ｃ
の
生
産
額
が
個

別
半
導
体
の
生
産
額
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た

A
P
B

。

（
３
）　

日
本
で
の
半
導
体
産
業
の
確
立
と
躍
進

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
半
導
体
生
産
を
企
業

と
そ
の
国
籍
別
で
見
る
と
、
Ｔ
Ｉ
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
を
二
強
と
し
、
そ

れ
に
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
な
ど
の

米
国
半
導
体
専
業
メ
ー
カ
ー
、
日
本
電
気
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
な

ど
の
日
本
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
、
そ
れ
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
シ
ー

メ
ン
ス
な
ど
の
欧
州
の
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
と
い
う
三
種
の
企
業
群

が
市
場
を
分
割
し
て
い
た
。
中
で
も
技
術
開
発
で
圧
倒
的
実
力
を
持

つ
米
国
専
業
メ
ー
カ
ー
は
、
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
量
的
に
も
市
場
を

支
配
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
日
本
企
業
は
こ
の
間
、
じ
り
じ
り
と
そ
の
順
位
を
あ
げ
て

米
国
の
二
強
に
迫
り
、
八
五
年
に
は
日
本
電
気
が
首
位
の
座
に
つ
く
。

さ
ら
に
八
六
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
日
本
の
総
合
電
機
三
社
が
上

位
を
独
占
す
る
状
況
が
六
年
間
つ
づ
く
。
企
業
の
国
籍
別
半
導
体
出

荷
額
総
計
で
も
、
こ
の
期
間
の
日
本
企
業
は
、
北
米
・
南
米
を
あ
わ

せ
た
米
州
を
上
回
る
。
需
要
か
ら
見
た
半
導
体
市
場
で
は
、
八
八
年

か
ら
の
六
年
間
、
日
本
の
市
場
規
模
は
米
国
の
そ
れ
を
越
え
て
世
界

一
の
巨
大
市
場
と
な
る
。
日
本
が
半
導
体
王
国
と
呼
ば
れ
る
絶
頂
期

の
到
来
で
あ
る
。

　

こ
の
期
の
日
本
半
導
体
産
業
躍
進
の
背
景
に
は
、
何
よ
り
も
こ
の

産
業
が
基
盤
を
置
く
日
本
経
済
全
体
が
好
調
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実

が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
日
本
経
済
は
、
七
〇
年
代
に
二
度
の
石
油

危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
を
牽
引
し
た
鉄
鋼
・

造
船
・
石
油
化
学
産
業
か
ら
、
自
動
車
・
電
機
を
中
心
と
し
た
機

械
・
組
み
立
て
産
業
に
主
軸
を
移
し
、
そ
の
国
際
競
争
力
を
生
か
し

て
輸
出
主
導
の
安
定
成
長
を
持
続
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
米
国
経

済
は
相
対
的
に
低
迷
し
、
日
本
か
ら
の
輸
入
を
中
心
と
す
る
貿
易
赤

字
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
半
導
体
生
産
の
強
み
も
ま
た
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
全
体

の
強
み
に
基
づ
く
点
が
多
い
。
日
本
の
強
み
と
し
て
こ
の
時
期
に
指

摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
に
代
表
さ
れ
る
改
善
に
も
と

づ
く
高
い
生
産
性
と
品
質
管
理
、
そ
れ
を
支
え
る
勤
労
意
欲
の
高
い
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表
６
　
半
導
体
ラ
ン
キ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
単
位
100万

ド
ル
）

1971年
1976年

1981年
1986年

1991年
1996年

2001年
2006年

1位
T
I
310

T
I
660

T
I
1300

日
本
電
気

2638
日
本
電
気

5547
イ
ン
テ
ル

17781
イ
ン
テ
ル

24927
イ
ン
テ
ル

30437

2位
モ
ト
ロ
ー
ラ

250
モ
ト
ロ
ー
ラ

450
モ
ト
ロ
ー
ラ

1190
日
立
製
作
所

2305
東
芝
5337

日
本
電
気

10428
東
芝
6783

サ
ム
ス
ン

20138

3位
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド

120
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

330
日
本
電
気

990
東
芝
2261

日
立
製
作
所

4351
モ
ト
ロ
ー
ラ

8076
ST
マ
イ
ク
ロ

6360
T
I
11984

4位
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
　
49

日
本
電
気

310
日
立
製
作
所

810
モ
ト
ロ
ー
ラ

2025
イ
ン
テ
ル

4059
日
立
製
作
所

8071
サ
ム
ス
ン

6303
イ
ン
フ
ィ
ニ
オ
ン

10533

5位
シ
グ
ネ
テ
ッ
ク
ス

32
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド

310
東
芝
770

T
I
1820

モ
ト
ロ
ー
ラ

3915
東
芝

8065
T
I
6060

ST
マ
イ
ク
ロ

9854

6位
日
本
電
気

30
日
立
製
作
所

270
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
　
740

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

1356
富
士
通

3111
T
I
7064

日
本
電
気

5389
東
芝

9783

7位
日
立
製
作
所

25
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
　
270

イ
ン
テ
ル

530
富
士
通

1310
T
I
2753

サ
ム
ス
ン

6464
モ
ト
ロ
ー
ラ

4828
ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス

8007

8位
ア
メ
リ
カ
ン
マ
イ
ク

ロ
シ
ス
テ
ム
　
24

東
芝
240

松
下
電
子

490
松
下
電
子

1233
三
菱
電
機

2508
富
士
通

4427
日
立
製
作
所

4724　
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ

ロ
ジ
　
7900

9位
三
菱
電
機

16
シ
ー
メ
ン
ス

220
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

460
三
菱
電
機

1177
松
下
電
子

2421
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

4219
イ
ン
フ
ィ
ニ
オ
ン

4386
Ａ
Ｍ
Ｄ

7434

 10位
ユ
ニ
ト
ロ
ー
ド

14
松
下
電
子

180
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド

　
460

イ
ン
テ
ル

991
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

2072
三
菱
電
機

4100
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

4402
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ル

6049
出
所
：『
日
経
産
業
新
聞
』そ
の
他

原
資
料
：
D
ataquest
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労
働
者
の
存
在
と
労
務
管
理
、
対
労
働
者
・
対
協
力
企
業
に
お
け
る

長
期
契
約
、
短
期
の
業
績
に
左
右
さ
れ
な
い
企
業
の
長
期
的
経
営
戦

略
等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
半
導
体
産
業
に
お
け
る
日
・
米
の
企
業
行
動
で

顕
著
な
差
が
見
ら
れ
る
点
の
一
つ
は
、
米
国
企
業
が
後
工
程
と
呼
ば

れ
る
組
み
立
て
工
程
を
東
南
ア
ジ
ア
に
移
転
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
米
国
企
業
は
短
期
的
に
は
コ
ス
ト
で
優
位
に
立
っ
た
が
、

生
産
性
お
よ
び
品
質
管
理
で
問
題
を
生
ん
だ

A
Q
B

。
日
本
企
業
は
こ
れ
に

対
抗
し
て
、
生
産
工
程
の
自
動
化
に
大
き
な
投
資
を
行
っ
た
。
例
え

ば
、
最
終
組
み
立
て
工
程
で
あ
る
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
工
程
で
は
、

自
動
リ
ー
ド
・
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
装
置
を
導
入
し
、
米
国
企
業
に
先
が

け
て
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
全
自
動
化
を
行
い
、
労
働
者
の
手
作
業

を
駆
逐
し
て
い
っ
た

A
R
B

。

　

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
な
ど
の
米
国
の
半

導
体
ユ
ー
ザ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
製
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

（
一
六
Ｋ
）
を
採
用
し
始
め
る
が
、
彼
ら
の
検
査
結
果
で
は
、
製
品

欠
陥
率
等
に
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
、
米
国
製
品
の
全
体
的
品
質
水

準
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
と
さ
れ
る

A
S
B

。

　

生
産
性
・
品
質
の
優
位
を
後
ろ
盾
と
し
て
日
本
の
半
導
体
企
業
は
、

シ
リ
コ
ン
・
サ
イ
ク
ル
に
動
じ
る
こ
と
な
く
米
国
企
業
を
上
回
る
設

備
投
資
を
続
け
る
。
こ
の
投
資
意
欲
を
支
え
た
の
は
、
上
述
の
日
本

企
業
特
有
の
長
期
的
経
営
戦
略
・
経
営
環
境
と
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー

が
総
合
電
機
企
業
で
あ
っ
た
た
め
、
専
業
の
米
国
メ
ー
カ
ー
と
比
べ

て
企
業
規
模
・
資
金
調
達
力
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

四　

日
米
半
導
体
協
定
と
日
本
半
導
体
産
業
の
没
落

（
１
）　

日
米
半
導
体
協
定
の
締
結

　

日
本
の
半
導
体
企
業
の
台
頭
と
そ
の
米
国
半
導
体
市
場
へ
の
進
出

は
米
国
の
反
発
を
呼
び
、
政
治
問
題
化
し
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
一
）日
本
製
品
の
流
入
は
米
国
お
よ
び
世
界
の
半
導
体
市
場
で
の

価
格
低
下
に
つ
な
が
り
、
米
国
半
導
体
産
業
は
こ
れ
を
ダ
ン
ピ
ン
グ

と
と
ら
え
た
。

　
（
二
）米
国
と
並
ぶ
規
模
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
半
導
体
市

場
で
の
輸
入
品
比
率
の
低
さ
は
、
不
公
正
な
貿
易
の
結
果
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。

　
（
三
）半
導
体
不
況
期
に
も
設
備
投
資
を
続
け
る
日
本
企
業
の
投
資

行
動
は
、
米
国
半
導
体
業
界
を
直
接
脅
威
に
さ
ら
す
も
の
で
あ
っ
た

A
T
B

。

　
（
四
）す
で
に
自
動
車
産
業
な
ど
で
日
米
貿
易
摩
擦
が
お
こ
り
、
ジ
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ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
が
広
ま
る
な
ど
、
米
国
政
府
・
米
国
民
の
間

に
日
本
製
品
流
入
に
対
す
る
反
発
が
存
在
し
た
。

　
（
五
）軍
事
分
野
で
も
先
端
製
品
で
あ
っ
た
半
導
体
で
の
米
国
の
優

位
性
の
後
退
は
、
国
防
省
な
ど
の
警
戒
感
を
高
め
た
。

　

す
で
に
一
九
七
七
年
に
は
主
要
な
米
国
半
導
体
企
業
六
社
に
よ
っ

て
対
日
貿
易
交
渉
を
主
要
課
題
と
す
る
Ｓ
Ｉ
Ａ
が
結
成
さ
れ
た
。
Ｓ

Ｉ
Ａ
の
米
国
で
の
活
動
は
や
が
て
日
本
政
府
と
米
国
政
府
に
よ
る
日

米
先
端
技
術
作
業
部
会
の
設
置
に
結
実
し
、
前
述
の
よ
う
な
米
国
の

認
識
を
背
景
に
し
て
日
米
半
導
体
摩
擦
は
日
米
の
重
要
な
外
交
課
題

と
な
っ
た
。
半
導
体
不
況
が
顕
在
化
し
た
一
九
八
五
年
に
は
、
Ｓ
Ｉ

Ａ
が
日
本
政
府
を
米
通
商
代
表
部
に
提
訴
す
る
に
至
っ
た
。

　

そ
し
て
翌
八
六
年
に
は
政
府
間
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。
交
渉
は
難

航
し
た
が
、
日
米
半
導
体
協
定
が
両
国
政
府
の
合
意
の
下
に
成
立
し

た
。
こ
の
協
定
は
五
年
の
間
、
日
本
企
業
に
対
し
て
販
売
・
コ
ス
ト

情
報
を
米
商
務
省
に
提
出
す
る
義
務
を
課
し
、
日
本
製
品
の
対
米
輸

出
価
格
を
米
国
が
監
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
公
表
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
の
実
効
性
を
有
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
「
サ
イ
ド

レ
タ
ー
」
に
は
、
外
国
企
業
の
日
本
で
の
半
導
体
の
販
売
を
市
場
の

二
〇
％
強
に
拡
大
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
第
三
国
へ
の
輸
出
価

格
を
も
日
本
政
府
が
監
視
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た

A
U
B

。
こ
の
協
定
は
九

一
年
に
改
定
さ
れ
、
二
〇
％
の
数
値
目
標
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
五

年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）　

協
定
の
効
果
＝
日
本
半
導
体
産
業
の
地
位
低
下

　

両
協
定
の
発
効
し
た
一
〇
年
間
、
数
値
算
定
の
根
拠
や
協
定
の
記

述
自
体
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
半
導
体
摩
擦
が
絶
え
ず
、

と
く
に
一
九
八
七
年
に
は
、
米
政
府
に
よ
る
対
日
制
裁
が
発
動
さ
れ

た
。
し
か
し
、
八
六
年
の
合
意
直
後
は
実
効
性
を
持
た
な
か
っ
た
協

定
も
、
米
国
政
府
・
業
界
の
強
権
の
発
動
と
通
産
省
の
行
政
指
導
の

強
化
と
に
よ
っ
て
、
米
国
半
導
体
産
業
の
「
期
待
の
達
成
」
の
方
向

へ
効
力
を
発
揮
し
始
め
る
。

　

日
本
で
の
外
国
半
導
体
シ
ェ
ア
は
、
八
九
年
か
ら
顕
著
に
上
昇
し

始
め
る
。
九
二
年
に
は
半
導
体
の
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
イ
ン
テ
ル
が

日
本
電
気
か
ら
首
位
を
奪
い
、
米
州
企
業
の
半
導
体
出
荷
額
も
日
本

を
再
逆
転
す
る
。
半
導
体
の
市
場
規
模
で
も
九
三
年
に
は
米
国
が
日

本
を
再
逆
転
す
る
。
ま
た
世
界
市
場
の
九
割
を
日
本
製
が
占
め
た
と

い
わ
れ
た
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
で
も
、
九
二
年
に
は
東
芝
が
サ
ム
ス
ン
に
首
位

を
奪
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
九
七
年
に
転
換
点
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
。

同
年
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
（
一
六
Ｍ
）
の
低
コ
ス
ト
化
に
成
功
し
た
米
マ
イ

ク
ロ
ン
社
の
値
下
げ
攻
勢
で
、
日
本
企
業
大
手
は
数
百
億
円
規
模
の
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巨
額
赤
字
に
陥
り
、
設
備
投
資
の
大
幅
削
減
や
工
場
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
た
の
で
あ
る

A
V
B

。

　

翌
九
八
年
の
三
菱
電
機
と
沖
電
気
を
皮
切
り
に
日
本
メ
ー
カ
ー
は

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
生
産
か
ら
次
々
と
撤
退
し
て
い
く
。
半
導
体
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
日
本
企
業
は
じ
わ
じ
わ
と
順
位
を
下
げ
て
今
日
に
至
る
の
で
あ

る
。

　

九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
半
導
体
企
業
の
後
退
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
日
本
経
済
の
後
退
、「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
完
全
に
重
な
る
。

そ
の
点
で
は
日
本
経
済
の
停
滞
に
半
導
体
業
界
が
引
き
ず
ら
れ
た
、

と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
し
か
し
、
逆
に
半
導
体
業
界
、
さ
ら
に
電

機
業
界
の
不
振
が
日
本
の
経
済
不
況
の
要
因
に
な
っ
た
面
も
大
き
い

と
も
言
え
よ
う
。

五　

自
動
車
産
業
と
異
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た

　
　

日
米
半
導
体
摩
擦

（
１
）　

対
象
地
域
の
相
違
と
産
業
の
国
内
依
存
度
の
違
い

　

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
米
国
で
誕
生
し
て
か
ら
短
期
間
に
巨
大
な
半
導

体
産
業
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
わ
ず
か
の
間
に
メ
モ
リ
ー
製
品
を
中
心

に
日
本
が
米
国
を
量
的
に
追
い
越
し
て
、
絶
頂
期
を
築
き
、
そ
れ
は

た
っ
た
六
年
間
ほ
ど
で
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
日
本
の
半
導
体
業
界
の

表７　世界のDRAMシェア 順位とシェア（単位％）

1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
1
位 東芝 東芝 サムスン サムスン サムスン サムスン サムスン サムスン

サムスン
18.5

サムスン
27.0

サムスン
30.8

サムスン
28.6

サムスン
27.7

サムスン
30.1

2
位 サムスン サムスン 東芝 日立 NEC NEC NEC NEC

マイクロン
11.6

マイクロン
19.1

マイクロン
17.2

マイクロン
19.1

ハイニックス
17.0

ハイニックス
16.6

3
位 NEC NEC NEC NEC 日立 日立 日立 日立

現代電子
11.4

ハイニックス
14.5

ハイニックス
13.0

インフィニオン
16.3

マイクロン
15.3

マイクロン
15.5

4
位 日立 日立 日立 東芝 東芝 現代電子 現代電子 マイクロン

NEC
11.0

エルピーダメモリ
11.1

インフィニオン
12.2

ハイニックス
14.7

インフィニオン
14.1

インフィニオン
13.0

5
位 TI TI IBM IBM IBM 東芝 東芝 現代電子

LGセミコン
7.9

インフィニオン
9.7

エルピーダメモリ
6.4

エルピーダメモリ
4.3

エルピーダメモリ
6.4

エルピーダメモリ
7.2

6
位 富士通 三菱電機 TI TI TI TI LGセミコン LGセミコン

インフィニオン
6.7

東芝
6.4

台湾南亜科技
4.8

7
位 三菱電機 富士通 三菱電機 三菱電機 三菱電機 LGセミコン TI TI

三菱電機
6.5

富士通

8
位 沖電気工業 マイクロン 富士通 マイクロン マイクロン マイクロン マイクロン 東芝

日立
6.2

沖電気工業

出所：『日本経済新聞』『日経産業新聞』
原資料：1990-2002　ガートナー・データクエスト　2003-2005　アイサプライ



5051

浮
沈
ほ
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
展
開
は
、
世
界
の
産
業
史
で
も
希
で

あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
の
半
導
体
産
業
の
後
退
に
、
日
米
半

導
体
協
定
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　

半
導
体
産
業
と
同
様
に
日
米
摩
擦
が
発
生
し
、
一
九
八
一
年
に
始

ま
る
輸
出
自
主
規
制
を
実
施
し
な
が
ら
、
摩
擦
を
乗
り
越
え
て
、
世

界
一
を
追
求
す
る
自
動
車
産
業
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
自
動
車
業
界
と
比
較
し
な
が
ら
、
半
導
体
の
後
退
要
因
を
考

察
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
両
産
業
と
も
貿
易
の
管
理
化
と
い
う
決
着
の
付
け
方
は

同
じ
で
あ
っ
た
が
、
自
動
車
の
場
合
は
、
輸
出
台
数
の
規
制
と
事
実

上
の
価
格
規
制
と
が
米
国
市
場
に
限
定
さ
れ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
の
展
開
か
ら
そ
の
影
響
を
な
ぞ
れ
ば
、
米
国

市
場
で
は
米
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
主
導
と
は
い
え
、
日
米
価
格
・
生
産

カ
ル
テ
ル
が
形
成
さ
れ
、
日
本
企
業
は
北
米
市
場
で
十
分
な
利
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
利
益
を
一
つ
の
原
資
と
し
て
、
日

本
の
自
動
車
企
業
は
米
国
以
外
の
市
場
で
は
、
激
し
い
価
格
競
争
・

投
資
競
争
を
繰
り
広
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
半
導
体
で
は
、
価
格
監
視
が
制
度
化
さ
れ
た
上
、
第

三
国
へ
の
輸
出
、
さ
ら
に
日
本
市
場
へ
の
外
国
製
品
拡
大
に
ま
で
数

値
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
日
本
の
半
導
体
企
業
は
、
国
内
で
の
設
備

表７　世界のDRAMシェア 順位とシェア（単位％）

1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
1
位 東芝 東芝 サムスン サムスン サムスン サムスン サムスン サムスン

サムスン
18.5

サムスン
27.0

サムスン
30.8

サムスン
28.6

サムスン
27.7

サムスン
30.1

2
位 サムスン サムスン 東芝 日立 NEC NEC NEC NEC

マイクロン
11.6

マイクロン
19.1

マイクロン
17.2

マイクロン
19.1

ハイニックス
17.0

ハイニックス
16.6

3
位 NEC NEC NEC NEC 日立 日立 日立 日立

現代電子
11.4

ハイニックス
14.5

ハイニックス
13.0

インフィニオン
16.3

マイクロン
15.3

マイクロン
15.5

4
位 日立 日立 日立 東芝 東芝 現代電子 現代電子 マイクロン

NEC
11.0

エルピーダメモリ
11.1

インフィニオン
12.2

ハイニックス
14.7

インフィニオン
14.1

インフィニオン
13.0

5
位 TI TI IBM IBM IBM 東芝 東芝 現代電子

LGセミコン
7.9

インフィニオン
9.7

エルピーダメモリ
6.4

エルピーダメモリ
4.3

エルピーダメモリ
6.4

エルピーダメモリ
7.2

6
位 富士通 三菱電機 TI TI TI TI LGセミコン LGセミコン

インフィニオン
6.7

東芝
6.4

台湾南亜科技
4.8

7
位 三菱電機 富士通 三菱電機 三菱電機 三菱電機 LGセミコン TI TI

三菱電機
6.5

富士通

8
位 沖電気工業 マイクロン 富士通 マイクロン マイクロン マイクロン マイクロン 東芝

日立
6.2

沖電気工業

出所：『日本経済新聞』『日経産業新聞』
原資料：1990-2002　ガートナー・データクエスト　2003-2005　アイサプライ
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投
資
ま
で
行
政
指
導
・
自
主
規
制
に
縛
ら
れ
、
価
格
競
争
・
投
資
拡

大
を
行
う
場
と
意
欲
と
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　

半
導
体
協
定
が
日
本
の
国
内
市
場
を
対
象
に
し
た
の
は
、
自
動
車

の
場
合
と
は
違
っ
て
、
日
本
の
市
場
が
量
的
に
米
国
市
場
に
匹
敵
し
、

米
国
半
導
体
企
業
に
と
っ
て
も
十
分
に
魅
力
的
な
市
場
だ
っ
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
巨
大
な
国
内
市
場
を
基
盤
に
し
た
日
本
の
半
導
体

企
業
は
、
基
本
的
に
国
内
市
場
に
依
存
し
て
い
た
。
日
本
の
Ｉ
Ｃ
輸

出
比
率
は
一
九
八
〇
年
代
に
は
ほ
ぼ
三
割
前
後
で
あ
っ
た
（
前
掲
表

５
参
照
）
が
、
同
時
期
の
日
本
の
自
動
車
輸
出
比
率
は
過
半
を
超
す

レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
半
導
体
は
自
動
車
と
比
べ
て
重
量
当
た
り
の
製

品
価
格
は
は
る
か
に
高
く
、
製
品
の
輸
送
費
比
率
は
低
い
。
こ
れ
を

加
味
す
れ
ば
、
日
本
の
半
導
体
の
輸
出
比
率
の
低
さ
、
国
内
市
場
依

存
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
も
日
米
摩
擦
・
半
導
体
協
定
に
よ
っ
て
、

日
本
メ
ー
カ
ー
が
国
内
市
場
依
存
を
脱
す
る
世
界
市
場
へ
の
進
出
は
、

厳
し
く
制
約
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た

A
W
B

。

　

た
だ
し
、
国
内
市
場
に
依
存
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
弱
み
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
日
本
が
生
産
技
術
で
は
と
も
か
く
、
現
存
の
基
本

的
技
術
お
よ
び
先
端
技
術
・
ソ
フ
ト
な
ど
の
総
合
的
な
情
報
技
術
の

開
発
力
で
米
国
依
存
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
世
界
の
半
導
体
産
業
構
造
が
大
き
く
変
わ
る
時

代
に
日
本
の
国
内
市
場
が
き
わ
め
て
保
守
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
情
報

革
命
の
進
展
に
お
い
て
米
国
に
遅
れ
を
と
っ
た
こ
と
こ
そ
が
問
題
で

あ
っ
た
。

（
２
）　

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
＝
韓
国
企
業
の
存
在

　

第
二
に
、
自
動
車
と
の
大
き
な
違
い
は
、
半
導
体
に
は
強
力
な
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
が
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
日
米

半
導
体
協
定
の
隠
れ
た
受
益
者

A
X
B

」
と
さ
れ
る
韓
国
企
業
で
あ
る
。

　

韓
国
半
導
体
企
業
も
米
国
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
し
か
し
大

矢
根
聡
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
六
年
の
時
点
で
韓
国
半
導
体
企
業
は
日

米
半
導
体
協
定
の
間
隙
を
縫
っ
て
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
。
こ
の
た
め
、

韓
国
は
米
国
か
ら
「
第
二
の
日
本
」
と
み
な
さ
れ
た
が
、
韓
国
政
府

の
自
主
的
譲
歩
な
ど
の
外
交
努
力
も
あ
っ
て
、
韓
米
摩
擦
は
顕
在
化

し
な
か
っ
た
。
九
〇
年
代
に
も
米
国
マ
イ
ク
ロ
ン
社
に
よ
る
対
韓
批

判
が
存
在
し
た
が
、
米
国
の
政
治
・
経
済
状
況
の
変
化
、
韓
国
政
府

の
外
交
努
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
韓
認
識
は
対
日
認
識
と
は
異
な
り
、

韓
米
摩
擦
は
表
面
化
し
な
か
っ
た

A
Y
B

。

　

こ
の
結
果
、
韓
国
半
導
体
企
業
、
と
く
に
サ
ム
ス
ン
は
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

生
産
に
特
化
す
る
形
で
、
日
本
企
業
を
追
い
越
し
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
生
産

で
は
世
界
首
位
に
、
半
導
体
出
荷
額
で
も
イ
ン
テ
ル
に
次
い
で
第
二
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位
に
躍
進
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
企
業
は
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
生
産
か

ら
は
相
次
い
で
撤
退
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
三
菱
・
日
立
な
ど
の
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｍ
生
産
部
門
を
統
合
し
た
エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ
だ
け
が
生
き
な

が
ら
え
る
結
果
に
な
っ
た
。
半
導
体
出
荷
額
で
も
、
二
〇
〇
六
年
に

上
位
十
社
に
残
っ
た
の
は
、
東
芝
だ
け
と
い
う
惨
憺
た
る
状
況
と
な

っ
た
。

　

し
か
し
、
単
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
だ
け

で
日
本
企
業
が
後
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
交
代
劇
を

生
む
半
導
体
産
業
と
そ
の
市
場
と
の
構
造
変
化
が
こ
の
時
期
に
起
こ

っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
点
を
見
て
み
よ
う
。

六　

半
導
体
産
業
と
市
場
と
の
変
化

（
１
）　

市
場
の
変
化
＝
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
半
導
体
の
主
要

市
場
で
あ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
市
場
に
世
界
的
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。

そ
れ
は
、
情
報
の
集
中
処
理
か
ら
分
散
処
理
へ
の
変
化
で
あ
り
、
メ

イ
ン
フ
レ
ー
ム
と
よ
ば
れ
る
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
小
型
パ
ソ
コ

ン
へ
の
市
場
の
変
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
あ

る
。
こ
の
変
化
は
半
導
体
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
高
性
能
化
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
背
景
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
機

器
・
装
置
の
標
準
化
と
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
化
と
よ
ば
れ
る
構
造

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
、
携
帯
電
話
が
爆
発
的
に
普
及

し
、
そ
れ
に
続
い
て
、
薄
型
テ
レ
ビ
や
音
響
機
器
等
の
家
電
製
品
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
、
自
動
車
の
情
報
化
な
ど
が
進
行
し
て
半
導

体
の
需
要
が
幅
広
く
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
の
変
化
が
以
下

に
述
べ
る
競
争
条
件
や
産
業
構
造
の
変
化
を
惹
起
し
、
下
克
上
と
も

言
え
る
企
業
間
競
争
を
余
儀
な
く
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）　

競
争
条
件
の
変
化

　

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
な
ど
の
半
導
体
市
場
で
は
、

高
度
な
信
頼
性
の
確
保
と
、
同
一
品
種
を
低
コ
ス
ト
で
大
量
供
給
で

き
る
能
力
と
が
決
定
的
で
あ
っ
た
。
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
頻
繁
に
行

わ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
は
、
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
カ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
版
な
ど

製
品
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
が
進
み
、
高
度
な
信
頼
性
や
大
容
量
化
の

技
術
よ
り
も
、
ど
の
仕
様
の
製
品
を
量
産
す
る
か
と
い
う
予
測
と
そ

の
供
給
の
迅
速
性
が
競
争
条
件
と
な
っ
た

A
Z
B

。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、

需
要
が
家
電
・
自
動
車
な
ど
に
多
様
化
す
る
と
ま
す
ま
す
明
確
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
の
要
求
が
製
品
の
信
頼
性
や
量
産
技
術

か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
迅
速
性
に
変
化
し
た
こ
と
が
、
日
本
企
業
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の
優
位
性
を
く
ず
し
て
い
た
。

　

同
時
に
世
界
市
場
は
装
置
・
製
品
仕
様
な
ど
の
標
準
化
を
も
推
し

進
め
た
が
、
日
本
の
半
導
体
企
業
は
自
社
の
設
計
・
細
部
の
仕
様
に

こ
だ
わ
り
、
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、

日
本
製
半
導
体
は
過
剰
品
質
化
・
過
剰
機
能
化
す
る
一
方
、
価
格
競

争
で
は
敗
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

A
[
B

。

（
３
）　

企
業
に
よ
る
分
業
＝
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
の
登

場

　

市
場
と
競
争
条
件
の
変
化
を
背
景
に
、
半
導
体
の
企
業
形
態
も
変

化
し
た
。
ま
ず
八
〇
年
代
後
半
の
米
国
で
、
チ
ッ
プ
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
社
を
皮
切
り
に
、
生
産
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
自
ら
は

製
造
工
程
・
工
場
を
持
た
な
い
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
が
出
現
し
た
。
さ

ら
に
九
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
あ
る
い
は
チ
ッ

プ
・
コ
ア
だ
け
を
提
供
し
、
販
売
さ
え
も
行
わ
な
い
企
業
が
多
数
登

場
す
る
よ
う
に
な
っ
た

A
\
B

。

　

一
方
、
こ
れ
に
対
応
し
て
他
社
の
設
計
し
た
半
導
体
を
受
託
生
産

す
る
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
が
出
現
し
た
。
一
九
八
七
年
に
台
湾
政
府
と

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
が
共
同
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
は
フ

ァ
ン
ド
リ
ー
専
業
の
先
駆
け
で
あ
る
が
、
台
湾
政
府
か
ら
税
制
・
資

金
調
達
な
ど
で
優
遇
を
受
け
て
急
成
長
し
た
。
こ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
、
台
湾
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
な
ど
で

も
出
現
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
企
業
間
分
業
の
あ
り
方
は
パ
ソ
コ
ン
生
産
で

の
台
湾
組
み
立
て
産
業
の
台
頭
な
ど
他
の
組
み
立
て
産
業
で
も
共
通

し
た
現
象
と
な
り
、
垂
直
統
合
か
ら
水
平
分
業
へ
の
転
換
、
タ
テ
か

ら
ヨ
コ
へ
の
転
換
と
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
半
導

体
の
一
貫
生
産
さ
ら
に
は
、
日
本
の
電
機
企
業
の
総
合
生
産
は
、
時

代
に
合
わ
な
い
古
典
的
モ
デ
ル
と
さ
え
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
古
典
的
モ
デ
ル
と
し
て
生
き
残
る
に
は
、
例
え
ば
同
じ
一

貫
生
産
企
業
サ
ム
ス
ン
の
よ
う
に
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
に
集
中
し
、
標
準
化
の

徹
底
を
図
る
な
ど
の
「
選
択
と
集
中
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
が
国

内
競
争
と
対
米
摩
擦
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
日
本
企
業
は
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）　

半
導
体
製
造
装
置
産
業
の
独
立

　

半
導
体
産
業
は
装
置
産
業
で
あ
る
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
製
造
装
置
へ

の
投
資
が
大
き
く
、
品
質
管
理
・
技
術
開
発
に
し
め
る
装
置
の
役
割

も
大
き
い
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
日
本
の
半
導
体
産
業
は
米
国
の

製
造
装
置
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
で
の
半
導
体
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産
業
の
発
展
に
伴
っ
て
装
置
製
造
の
専
業
メ
ー
カ
ー
が
出
現
し
、
さ

ら
に
露
光
や
エ
ッ
チ
ン
グ
、
製
膜
、
拡
散
な
ど
、
工
程
ご
と
の
専
業

メ
ー
カ
ー
が
登
場
し
て
製
造
装
置
産
業
が
確
立
し
、
半
導
体
製
造
産

業
と
製
造
装
置
産
業
の
分
業
が
成
立
す
る
の
で
あ
る

A
]
B

。

　

八
〇
年
代
に
は
自
立
し
た
日
本
の
装
置
産
業
は
強
い
競
争
力
を
持

っ
て
輸
出
に
転
ず
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
に
は
世
界
シ
ェ
ア

六
二
％
を
占
め
る
に
至
る
。
だ
が
、
装
置
の
輸
出
は
製
造
技
術
の
流

出
に
つ
な
が
る
。
し
か
も
、
国
際
競
争
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
製
造

装
置
企
業
は
装
置
だ
け
で
な
く
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
販
売
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
九
〇
年
代
に
は
日
本
の
半
導
体
企
業
の
新
規
投
資
は

控
え
ら
れ
、
半
導
体
企
業
と
技
術
的
・
資
本
的
結
び
つ
き
の
深
い
製

造
装
置
企
業
と
い
え
ど
も
、
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
半
導
体
企
業
に
輸

出
す
る
こ
と
な
し
に
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し

て
、
装
置
産
業
の
成
立
に
よ
っ
て
半
導
体
製
造
の
技
術
的
な
参
入
障

壁
は
下
が
り
、
製
造
技
術
が
移
転
し
て
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
資
金
力

を
持
っ
た
企
業
が
台
頭
す
る
途
を
開
い
た
と
考
え
ら
れ
る

A
^
B

。

（
５
）　

工
場
の
情
報
化

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
Ｔ
Ｉ
社
を
中
心
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
で
、
米
国
の
半
導
体
工
場
の
情
報
化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ

は
そ
れ
ま
で
の
肉
体
労
働
の
自
動
化
で
は
な
く
、
製
造
ば
ら
つ
き
を

検
知
・
修
正
し
た
り
、
装
置
の
異
常
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
た
り
す
る

論
理
作
業
の
自
動
化
だ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
で
は
工
場
の
情
報
化
が

遅
れ
た
。
そ
の
理
由
は
現
場
の
労
働
者
が
優
秀
で
、
経
営
者
も
現
場

に
頼
っ
た
結
果
、
工
場
情
報
化
の
画
期
性
を
正
し
く
評
価
で
き
な
か

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る

A
_
B

。
ま
た
、
同
じ
理
由
で
製
造
技
術
者

の
関
心
が
歩
留
ま
り
改
善
に
偏
り
、
デ
ー
タ
化
や
数
式
に
よ
る
モ
デ

ル
化
が
進
ま
な
か
っ
た
。
現
場
重
視
は
半
導
体
産
業
に
限
ら
ず
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
の
基
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
の
優
位
が

逆
に
工
場
情
報
化
の
足
か
せ
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
現
在
で
は
工
場
の
可
視
化
と
よ
ば
れ
る
工
場
の
総
合
的
情

報
を
解
析
・
共
有
化
し
、
状
況
を
目
で
見
え
る
よ
う
に
し
て
、
歩
留

ま
り
低
下
な
ど
の
問
題
を
修
正
・
予
防
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
世
界
の

先
端
企
業
で
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
面
で
も
日
本
企

業
は
立
ち
後
れ
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

二
〇
世
紀
末
に
起
き
た
日
本
半
導
体
産
業
の
歴
史
的
後
退
の
原
因

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

世
に
出
て
六
〇
年
を
迎
え
た
半
導
体
は
、
そ
の
後
も
米
国
発
の
技
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術
・
製
品
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
技
術
開
発
力
で
の
対
米
依
存
が
日

本
の
後
退
の
前
提
に
あ
り
、
こ
れ
は
政
治
的
な
対
米
依
存
と
結
び
つ

い
て
日
米
半
導
体
協
定
と
い
う
政
治
決
着
に
行
き
着
く
。
こ
の
協
定

自
体
の
効
力
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
存
在
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代

の
日
本
経
済
の
停
滞
が
日
本
半
導
体
産
業
を
苦
境
に
追
い
込
む
。

　

そ
し
て
そ
の
苦
境
の
時
代
に
半
導
体
産
業
と
そ
の
市
場
で
の
構
造

変
化
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
日
本
の
後
退
は

こ
の
構
造
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
そ
の

理
由
を
探
る
と
、
そ
れ
は
日
本
の
産
業
・
企
業
構
造
と
そ
れ
に
も
と

づ
い
た
成
功
体
験
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
成
功
体
験
と
は

総
合
・
一
貫
生
産
、
現
場
重
視
、
品
質
重
視
、
長
期
契
約
、
長
期
的

経
営
戦
略
等
々
で
あ
っ
た
。

　

半
導
体
産
業
で
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
生
じ
た

構
造
変
化
は
、
日
本
企
業
が
未
だ
優
位
に
あ
る
薄
型
テ
レ
ビ
生
産
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
分
野
で
も
同
様
に
進
ん
で
い
る
。

こ
う
い
っ
た
分
野
で
は
日
本
企
業
の
歴
史
的
後
退
が
再
現
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
二
〇
〇
三
年
頃
か
ら
日
本
経
済
は
回
復
基
調
と
な
り
、

局
面
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
す
で
に
二
〇
〇
三
年
に
日
本
の
半
導

体
市
場
は
再
び
米
州
市
場
を
規
模
で
上
回
っ
た
。
日
本
の
エ
ル
ピ
ー

ダ
社
は
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
生
産
で
台
湾
企
業
と
組
み
、
東
芝
は
フ
ラ
ッ
シ

ュ
・
メ
モ
リ
ー
生
産
で
米
企
業
と
組
ん
で
サ
ム
ス
ン
を
上
回
る
規
模

の
投
資
計
画
を
立
て
、
逆
転
を
狙
っ
て
い
る
。
薄
型
テ
レ
ビ
生
産
や

ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
生
産
の
分
野
で
も
日
本
の
電
機
企
業
の
か

つ
て
な
い
大
規
模
投
資
が
国
内
で
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
成
功
体

験
で
失
敗
し
た
日
本
企
業
が
、
今
度
は
失
敗
体
験
を
学
習
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
再
起
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
姿
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
分
析
対
象
を
日
本
企
業
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本

を
含
め
た
ア
ジ
ア
総
体
に
転
ず
れ
ば
、
新
た
な
展
開
が
見
え
て
く
る
。

そ
こ
で
は
日
本
の
歴
史
的
後
退
よ
り
も
、
ア
ジ
ア
の
世
界
史
的
躍
進

が
視
野
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
１
）　

以
下
で
は
「
半
導
体
」
を
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
意
味
で
用
い
る
。

「
半
導
体
企
業
」
は
半
導
体
デ
バ
イ
ス
製
造
企
業
の
意
味
で
あ
る
。

（
２
）　

拙
稿
「
通
信
機
器
企
業
の
無
線
兵
器
部
門
進
出
」
下
谷
政
弘
編

『
戦
時
経
済
と
日
本
企
業
』
昭
和
堂
、
一
九
九
〇
年
参
照
。

（
３
）　

Ｍ
Ｔ
管
の
起
源
は
一
九
三
五
年
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
開
発
し
た
全
金
属

管
で
あ
り
、
Ｍ
Ｔ
管
は
欧
米
で
は
第
二
次
大
戦
中
に
軍
需
用
に
大

量
生
産
さ
れ
、
戦
争
直
後
か
ら
主
力
と
な
っ
た
小
型
・
高
性
能
の

受
信
用
真
空
管
で
あ
る
。

（
４
）　
『
日
本
電
気
株
式
会
社
七
十
年
史
』
一
九
七
二
年
、
二
五
三
頁
。

（
５
）　

菊
池
誠
『
日
本
の
半
導
体
四
〇
年
』
中
公
新
書
、
一
九
九
二
年
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一
一
一
頁
。

（
６
）　

た
だ
し
、
世
界
で
初
め
て
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
は
Ｔ
Ｉ
社

製
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
搭
載
し
た
米
国
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
社
製
Ｔ
Ｒ

│

一
で
あ
っ
た
。『
ソ
ニ
ー
創
立
五
〇
周
年
誌
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
源

流
」』
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
、
一
九
九
六
年
参
照
。

（
７
）　

日
本
電
子
機
械
工
業
会
『
電
子
工
業
三
〇
年
史
』
一
九
七
六
年
、

六
九
頁
。

（
８
）　

高
田
清
司
・
小
松
崎
靖
男
『
二
一
世
紀
の
半
導
体
シ
リ
コ
ン
産

業
』
株
式
会
社
工
業
調
査
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
九
〜
八
〇
頁
。

（
９
）　

不
純
物
拡
散
技
術
を
用
い
て
共
通
の
シ
リ
コ
ン
基
板
内
に
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
や
抵
抗
を
形
成
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
た
も
の
。『
日

本
半
導
体
五
〇
年
史
』
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
10
）　

西
村
吉
雄
「
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
・
製
造
の
複
雑
化
を
企
業
間
の
分
業

化
で
克
服
」『
日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
』
一
九
九
七
年
一
二
月

号
、
九
六
頁
、
お
よ
び
前
掲
『
二
一
世
紀
の
半
導
体
シ
リ
コ
ン
産

業
』、
七
九
〜
八
〇
頁
参
照
。

（
11
）　Ernest Braun and Stuart M

acdonald ; R
evolution 

M
in

iatu
re ; T

he history an
d im

pact of sem
icon

du
ctor 

electronics, Cam
bridge U

niversity Press,1978, p.91.

（
12
）　

前
掲
『
日
本
半
導
体
五
〇
年
史
』
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

（
13
）　
『
一
九
七
五
年
電
子
工
業
年
鑑
』
八
二
七
頁
。

　
　
　

ま
た
、
矢
野
総
研
の
一
九
八
一
年
の
半
導
体
主
要
六
〇
社
の
調

査
で
は
、
自
社
需
要
が
二
三
・
五
％
で
あ
る
（『
半
導
体
産
業
の

中
期
需
要
展
望
』
矢
野
経
済
研
究
所
、
一
九
八
二
年
一
月
、
一
六

頁
）。

（
14
）　

前
掲
『
半
導
体
産
業
の
中
期
需
要
展
望
』
七
頁
。

　
　
　

ま
た
逆
に
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
Ｉ
Ｃ
化
す
る
こ
と
が
、
製
品
を

高
機
能
化
し
、
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
Ｉ
Ｃ
化
を
積
極

的
に
進
め
た
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
（
同
時
に
半
導
体
メ
ー
カ
ー

で
も
あ
る
）
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
繋
が
っ
た
。

（
15
）　D

aniel I. O
kim
oto, T

akuo Sugano, and Franklin B. 
W
einstein ; C

om
petitive edge : the sem

iconductor industry 

in the U
.S. and Japan Stanford U

niversity Press, 1984, 
pp.50-51. 

ダ
ニ
エ
ル
・
Ｉ
・
オ
キ
モ
ト
、
菅
野
卓
雄
、
Ｆ
・
Ｂ
・

ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
編
著
、
土
屋
政
雄
訳
『
日
米
半
導
体
競
争
』
中

央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
、
六
九
頁

（
16
）　

こ
の
日
米
企
業
の
対
応
の
差
は
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
業
界
な
ど
で

も
顕
著
に
表
れ
る
。
日
本
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
（
半
導
体

メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
）
は
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
〇
年
代
中
頃
に

か
け
て
イ
ン
サ
ー
ト
マ
シ
ン
を
導
入
し
、
ラ
イ
ン
か
ら
労
働
者
が

消
え
た
。
米
国
の
対
応
は
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
組
み
立
て
工
程
の

移
管
で
あ
っ
た
（
平
本
厚
『
日
本
の
テ
レ
ビ
産
業
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
九
九
四
年
）。

（
17
）　D

aniel I. O
kim
oto,op.cit.,p.53.

（
18
）　

例
え
ば
一
九
八
五
年
時
点
の
日
本
企
業
の
旺
盛
な
投
資
行
動
に

「
半
導
体
不
況
の
さ
な
か
に
も
見
境
な
く
投
資
す
る
の
は
お
か
し

い
」
と
、
米
政
府
か
ら
文
句
が
つ
き
、
半
導
体
摩
擦
の
ヤ
リ
玉
に

あ
が
っ
て
い
た
（『
日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
』
一
九
八
五
年
九

月
号
、
一
七
五
頁
）。
ま
た
、
米
国
政
府
は
通
産
省
に
対
し
日
本

の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
設
備
投
資
計
画
の
縮
小
を
要
請
し
て
き
て
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い
る
（
同
上
、
一
九
八
五
年
七
月
号
、
三
〇
四
頁
）。

（
19
）　

サ
イ
ド
レ
タ
ー
の
内
容
お
よ
び
交
渉
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
大

矢
根
聡
『
日
米
韓
半
導
体
摩
擦
』
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
二
年

一
一
月
、
参
照
。

（
20
）　
『
日
経
産
業
新
聞
』
一
九
九
九
年
五
月
二
八
日
付
一
面
。

（
21
）　

日
本
の
Ｉ
Ｃ
輸
出
比
率
が
過
半
を
超
す
の
は
、
日
本
経
済
が
不

況
期
に
突
入
し
て
国
内
市
場
が
停
滞
し
、
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー

が
生
産
を
海
外
に
移
転
し
、
そ
し
て
韓
国
メ
ー
カ
ー
が
日
本
メ
ー

カ
ー
を
逆
転
す
る
一
九
九
〇
年
代
半
ば
で
あ
る
。

（
22
）　

伊
丹
敬
之
・
伊
丹
研
究
室
『
日
本
の
半
導
体
産
業　

な
ぜ
「
三

つ
の
逆
転
」
は
起
こ
っ
た
か
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二

六
七
頁
。

（
23
）　

大
矢
根
聡
、
前
掲
書
。

（
24
）　

日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス　

一
九
九
五
年
一
一
月
号
。

（
25
）　
「
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
自
社
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
こ
だ

わ
り
、
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
に
、
自
社
ノ
ウ
ハ
ウ
に
合
わ
せ
る
た

め
の
細
か
い
設
計
変
更
を
要
求
し
て
き
た
…
…
問
題
は
コ
ス
ト
と

時
間
で
あ
る
」
西
村
吉
雄
「
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
・
製
造
の
複
雑
化
を
企

業
間
の
分
業
化
で
克
服
」（『
日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
』
一
九
九

七
年
一
二
月
号
、
九
七
頁
）。

（
26
）　
『
半
導
体
産
業
新
聞
』
一
九
九
九
年
八
月
一
一
日
付
二
面
。

（
27
）　

前
掲
『
日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
』、
九
六
頁
。

（
28
）　
「
組
み
立
て
産
業
」
で
の
韓
国
・
台
湾
の
こ
の
よ
う
な
発
展
を

服
部
民
夫
は
「
技
術
・
熟
練
節
約
的
発
展
」
と
呼
ん
で
い
る
（
松

本
厚
治
・
服
部
民
夫
編
『
韓
国
経
済
の
解
剖
』
文
眞
堂
、
二
〇
〇

一
年
）。
な
お
、
吉
岡
英
美
は
、「
製
造
装
置
に
体
化
さ
れ
る
新
技

術
の
ア
イ
デ
ア
は
基
本
的
に
は
半
導
体
企
業
の
側
か
ら
発
せ
ら
れ
、

半
導
体
製
造
装
置
企
業
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、

デ
バ
イ
ス
企
業
が
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
次
世
代
製
品
開
発
に
お
い
て
主
導

的
立
場
に
立
つ
に
は
、
装
置
企
業
が
い
ま
だ
持
た
な
い
新
技
術
を

自
ら
創
出
で
き
る
能
力
が
不
可
欠
」
と
し
て
、
サ
ム
ス
ン
が
Ｄ
Ｒ

Ａ
Ｍ
開
発
の
最
先
端
企
業
に
な
っ
た
の
は
、
装
置
企
業
で
は
な
く
、

サ
ム
ス
ン
自
体
の
開
発
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
吉

岡
英
美
「
韓
国
半
導
体
産
業
の
技
術
発
展
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
二

〇
〇
六
年
三
月
）。

（
29
）　
『
日
経
産
業
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
五
月
二
六
日
九
面
お
よ
び

『
日
経
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
』
二
〇
〇
六
年
六
月
号 

。

　
（
よ
し
だ　

ひ
で
あ
き
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）


